
安
倍
晋
三
幹
事
長
は
、「
改
革

推
進
政
党
」
に
生
ま
れ
変
わ
っ

た
自
民
党
の
は
つ
ら
つ
ニ
ュ
ー

リ
ー
ダ
ー
。
当
日
の
セ
ミ
ナ
ー

で
は
、
昨
年
の
政
権
交
代
を
か

け
た
総
選
挙
で
単
独
過
半
数
の

目
標
を
達
成
し
た
報
告
と
、
こ

れ
か
ら
も
公
明
党
と
連
携
し
て
、

安
定
し
た
政
治
基
盤
に
立
っ
た

「
小
泉
改
革
宣
言
」
を
着
実
に
推

進
し
て
行
く
旨
を
ア
ピ
ー
ル
す

る
。
二
十
一
世
紀
の
国
政
並
び

に
県
政
の
一
層
の
発
展
と
、
住

み
良
い
日
本
と
石
川
県
を
築
く

た
め
、
石
川
県
民
と
の
率
直
な

意
見
交
換
は
不
可
欠
と
判
断
。

さ
ら
に
こ
れ
ま
で
以
上
に
連
携

を
深
め
て
、
開
か
れ
た
政
党
・

自
民
党
へ
の
県
民
の
期
待
に
応

え
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

あ
わ
せ
て
開
催
さ
れ
る
懇
親
パ

ー
テ
ィ
で
は
、
安
倍
晋
三
幹
事

長
と
各
界
各
層
の
参
加
者
が
広

く
対
話
を
交
わ
し
、
親
睦
を
深

め
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
夏
の
参
院
選
出
馬
を
表

明
し
、
党
公
認
を
受
け
て
い
る

お
か
だ
直
樹
前
県
議
は
こ
の
ほ

ど
、
自
由
民
主
党
の
安
倍
晋
三

幹
事
長
を
訪
ね
、
参
院
選
の
勝

利
と
日
本
新
生
の
志
を
共
に
伸

ば
す
こ
と
を
誓
い
合
っ
た
。

自
由
民
主
党
総
裁
室
で
会
談

し
た
二
人
は
、「
こ
の
平
成
十
六

年
こ
そ
日
本
の
命
運
を
か
け
た

一
大
転
機
の
年
と
な
る
」、「
国

家
と
国
民
の
た
め
に
改
革
与
党

の
我
々
が
勝
利
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」
と
意
気
投
合
し
た
。

「
日
本
の
明
る
い
未
来
を
つ
く

る
　
参
院
選
を
全
力
で
勝
ち
抜

く
！
」
を
タ
イ
ト
ル
と
し
た
自

民
党
大
会
は
、
党
所
属
国
会
議

員
、
都
道
府
県
支
部
連
合
会
を

代
表
す
る
大
会
代
議
員
、
党

員
・
党
友
な
ど
約
三
千
人
が
出

席
し
て
開
催
さ
れ
、
七
月
に
行

わ
れ
る
参
院
選
勝
利
に
向
け
て
、

結
束
を
誓
い
合
っ
た
。

小
泉
純
一
郎
総
裁

（
総
理
）
は
挨
拶
の

中
で
「
イ
ラ
ク
へ
の

自
衛
隊
派
遣
は
、
正

し
い
選
択
だ
っ
た
と

多
く
の
国
民
か
ら
理

解
が
得
ら
れ
る
と
確

信
し
て
い
る
」
と
述

べ
「
そ
の
た
め
に
も

自
民
党
は
結
束
し
て

努
力
し
、
参
院
選
必

勝
に
向
か
っ
て
皆
さ

ん
と
と
も
に
頑
張
っ

て
い
き
た
い
」
と
強

調
。
自
衛
隊
の
イ
ラ

ク
派
遣
に
つ
い
て
の
説
明
責
任

を
引
き
続
き
果
た
し
て
い
く
こ

と
を
確
約
し
た
。
ま
た
、
安
倍

晋
三
幹
事
長
は
「
総
選
挙
で
の

政
権
公
約
を
実
行
す
る
こ
と
こ

そ
、
参
院
選
勝
利
に
導
く
道
と

信
じ
る
」
と
、
政
権
公
約
実
行

の
決
意
を
示
し
た
。

同
大
会
で
は
参
院
選
立
候
補

予
定
者
の
紹
介
も
併
せ
て
行
わ

れ
た
。
比
例
代
表
二
十
四
名

（
党
大
会
当
日
現
在
）、
選
挙
区

候
補
四
十
三
名
の
計
六
十
七
名

（
代
理
含
む
）
が
そ
れ
ぞ
れ
壇
上

で
必
勝
ヘ
の
決
意
を
ア
ピ
ー
ル
。

お
か
だ
直
樹
氏
も
フ
レ
ッ
シ
ュ

な
意
気
込
み
を
披
露
し
た
。
出

席
者
か
ら
は
「
が
ん
ば
れ
ー
！
」

と
掛
け
声
が
飛
ぶ
な
ど
、
会
場

は
今
年
最
大
の
政
治
決
戦
に
向

け
早
く
も
沸
騰
状
態
と
な
っ
た
。
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一、わが党は、民主主義の理念を基調として諸般の制
度・機構を刷新改善し、文化的民主国家の完成を
期する。

一、わが党は、平和と自由を希求する人類普遍の正義
に立脚して、国際関係を是正し、調整し、自主独
立の完成を期する。

一、わが党は、公共の福祉を規範とし、個人の創意と
企業の自由を基底とする経済の総合計画を策定実
施し、民主の安定と福祉国家の完成を期する。

自 由 民 主 党 綱 領 機関誌

第14号
自由民主党

石川県支部連合会

組織広報本部
金沢市鞍月5-255

TEL  076-237-0911（代）
FAX  076-237-0915http://www.hokuriku.ne.jp/jf-isikw

ニューリーダー

安倍晋三幹事長の来県！
改革推進政党に生まれ変わった、はつらつ自民党をアピール

４
月
３
日（
土
）

「
自
民
党
政
経
セ
ミ
ナ
ー
」

〜
安
倍
晋
三
幹
事
長
と
語
る
会
〜
開
催自由民主党幹事長　安倍晋三

今
年
最
大
の
政
治
決
戦
、

す
で
に
沸
騰
！

岩
本
参
院
議
員
不
出
馬
、
各
党
・
勢
力
の
対
応
が
焦
点

森
喜
朗
氏
「
驚
き
は
な
い
。
た
だ
相
手
定
ま
ら
ず
心
配
」

お
か
だ
直
樹
氏
「
気
を
引
き
締
め
、
全
力
疾
走
す
る
だ
け
」

参院選勝利を誓い合う小泉純一郎
自民党総裁とおかだ直樹氏

参院選へ秒読みスタート!
公示：平成16年6月24日　投票：平成16年7月11日 (予測：可能性濃厚)

安定多数確保のため挙党態勢と連携強化を全力推進で

http://www.hokuriku.ne.jp/jf-isikw自民党県連ホームページ開設中!

候補者 （年齢）経歴
泉　信也 （66） 現（2期）
入澤　肇 （63） 現（1期）
加納時男 （69） 現（1期）
佐藤昭郎 （60） 現（1期）
月原茂皓 （68） 現（1期）
のおの知惠子（68） 現（2期）
日出英輔 （62） 現（1期）
脇　雅史 （58） 現（1期）
鈴木正孝 （63） 前（軍恩連盟全国連合会特別顧問）
浜田卓二郎（62） 前（元参議院行政監視委員長）
秋元　司 （32） 新（自民党東京都連政策審議委員）
荒井広幸 （45） 新（元自治政務次官）
伊良皆高吉（66） 新（沖縄県議会議員）
尾身朝子 （42） 新（ＩＴコンサルタント）
北里敏明 （55） 新（前消防庁次長）
小西恵一郎（48） 新（日本薬剤師連盟副会長）
古葉竹識 （67） 新（元広島カープ監督）
小原健史 （55） 新（全国旅館生活衛生同業組合連合会会長）
笹井啓史 （43） 新（日本大学助教授）
笹川博義 （37） 新（自由民主党群馬県自動車産業振興支部支部長）
関はじめ （68） 新（元防衛医科大学校副校長）
田口一信 （55） 新（長崎県議会議員）
中西茂昭 （55） 新（日本歯科技工士連盟会長）
中村博彦 （60） 新（全国老人福祉施設協議会会長）
西島英利 （55） 新（日本医師会常任理事)
長谷川憲正（61） 新（前フィンランド大使）
松村祥史 （39） 新（全国商工会青年部連合会会長）
水落敏栄 （60） 新（日本遺族会専務理事）
山谷えり子（53） 新（元サンケイリビング新聞編集長）
横内正明 （61） 新（元法務副大臣）

比例代表選出議員公認候補者【平成16年3月20日現在】

自民党県連街頭演説会
（弁士：安倍晋三幹事長）

4月3日(土)午後5時～
金沢エクセルホテル東急前

自民党政経セミナー
（講師：安倍晋三幹事長）

4月3日(土)午後6時～
ホテル日航金沢(4階 鶴の間)

お
か
だ
直
樹
前
県
議
を
公
認

至
上
命
題
は
自
民
議
席
の
奪
還

照
準
は
参
院
選
必
勝

第
七
十
回
自
民
党
大
会
で
結
束
を
誓
う

参
院
選
立
候
補
予
定
者
を
紹
介

お
か
だ
氏
も
決
意
を
ア
ピ
ー
ル

お誘い合わせ、ご参集下さい!

県内の政財界、文化界、各種団体等の
皆様が出席されます。

岩
本
荘
太
参
院
議
員
が
七
月

の
参
院
議
員
石
川
選
挙
区
に
不

出
馬
を
表
明
し
た
の
を
受
け
、

県
内
の
非
自
民
・
非
共
産
の
各

党
、
勢
力
は
新
た
な
候
補
者
擁

立
に
躍
起
。
特
に
民
主
党
県
連

は
候
補
者
選
び
で
早
急
な
対
応

を
迫
ら
れ
て
い
る
。
焦
点
と
な

っ
て
い
る
の
は
、
六
年
前
の
前

回
に
岩
本
氏
を
担
い
だ
新
進
石

川
の
対
応
だ
が
、
県
政
の
今
後

を
睨
み
自
民
の
協
力
要
請
に

「
前
向
き
」
と
の
見
方
も
強
い
。

お
か
だ
直
樹
氏
は
「
現
職
に

胸
を
借
り
る
つ
も
り
だ
っ
た
だ

け
に
少
々
複
雑
だ
が
、
相
手
が

誰
で
あ
れ
全
力
疾
走
す
る
だ
け
」

と
決
意
を
新
た
に
し
た
。

森
喜
朗
前
首
相
は
「
さ
ほ
ど

驚
き
は
な
い
。
む
し
ろ
、
相
手

の
顔
が
定
ま
ら
な
い
こ
と
が
心

配
だ
」
と
緩
み
を
警
戒
。「
相
手

は
ど
う
あ
れ
、
気
を
引
き
締
め

る
だ
け
だ
」
と
強
調
し
た
。



山
積
す
る
課
題
を
抱
え
、
今

の
日
本
は
ど
ん
詰
ま
り
状
態
で

す
。
経
済
の
み
な
ら
ず
、
教
育

の
荒
廃
、
治
安
の
悪
化
や
少
子

高
齢
化
に
よ
る
先
行
き
の
不
安

な
ど
、
行
く
手
に
は
暗
雲
が
立

ち
込
め
て
い
ま
す
。
明
治
に
お

け
る
「
坂
の
上
の
雲
」
や
戦
後

の
「
明
日
が
あ
る
さ
」
と
は
対

照
的
に
、
先
が
見
え
な
い
、
将

来
に
夢
も
希
望
も
持
て
な
い
、

そ
ん
な
時
代
を
私
た
ち
は
生
き

て
い
ま
す
。

小
手
先
で
は
な
い
「
世
直
し
」

を
断
行
す
べ
き
時
は
、
今
で
す
。

教
育
改
革
で
子
ど
も
た
ち
に
生

き
る
力
と
夢
を
与
え
た
い
。
憲

法
、
外
交
、
安
保
な
ど
、
国
家

の
基
本
を
見
直
し
て
、
失
わ
れ

た
誇
り
、
愛
国
心
を
回
復
し
た

い
。
こ
う
し
て
培
わ
れ
た
土
壌

に
適
度
の
肥
料
が
与
え
ら
れ
れ

ば
、
経
済
も
勢
い
を
取
り
戻
し

ま
す
。

「
ア
メ
リ
カ
が
皆
さ
ん
に
何
を

し
て
く
れ
る
か
を
問
わ
ず
、
皆

さ
ん
が
国
の
た
め
に
何
が
で
き

る
か
を
問
う
て
ほ
し
い
」。
ケ
ネ

デ
ィ
の
言
葉
を
か
み
し
め
、
祖

国
日
本
と
郷
土
石
川
の
た
め
一

身
を
さ
さ
げ
て
働
く
覚
悟
で
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。平

成
十
五
年
一
月
に
参
院
選

の
出
馬
要
請
を
受
け
た
と
き
、

厳
し
い
お
話
と
思
い
ま
し
た
。

そ
れ
は
前
年
の
三
月
に
補
欠
選

挙
で
頂
い
た
県
議
会
の
議
席
を
、

た
っ
た
一
年
で
返
上
し
、
浪
人

し
て
一
年
余
り
の
長
い
戦
い
に

挑
ま
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
意

味
し
て
い
た
か
ら
で
す
。

し
か
し
そ
の
反
面
、
一
番
若

い
県
議
の
私
に
あ
え
て
国
政
選

挙
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
と
し
て

の
機
会
を
与
え
よ
う
と
す
る
、

自
由
民
主
党
の
発
想
に
大
き
な

驚
き
と
、
強
烈
な
新
鮮
さ
を
感

じ
ま
し
た
。
今
ま
さ
に
政
界
も

政
党
も
大
き
く
変
わ
ろ
う
と
し

て
い
る
ん
だ
と
認
識
し
、
出
馬

を
決
心
し
ま
し
た
。
若
く
し
て

幹
事
長
と
な
っ
た
安
倍
晋
三
さ

ん
も
「
頑
張
れ
よ
！
」
と
励
ま

し
て
く
れ
ま
し
た
。

ア
メ
リ
カ
大
リ
ー
グ
で
活
躍

す
る
松
井
秀
喜
選
手
の
姿
勢
に

も
励
ま
さ
れ
て
い
ま
す
。
か
っ

て
私
が
記
者
の
頃
、
甲
子
園
で

松
井
秀
喜
選
手
が
受
け
た
五
連

続
敬
遠
を
取
材
し
、
我
が
こ
と

の
よ
う
に
悔
し
い
思
い
を
し
た

の
を
覚
え
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、

プ
ロ
で
素
晴
ら
し
い
成
績
を
挙

げ
て
も
そ
れ
で
満
足
す
る
こ
と

な
く
、
さ
ら
に
高
い
目
標
を
掲

げ
て
練
習
に
励
ん
だ
結
果
が
、

今
日
の
「
世
界
の
松
井
」
を
生

ん
だ
の
で
す
。
私
も
志
を
高
く
、

地
道
に
着
実
に
、
努
力
を
忘
れ

な
い
歩
み
を
続
け
た
い
と
思
い

ま
す
。

自
分
が
生
ま
れ
育
っ
た
石
川

の
大
地
に
根
差
し
、記
者
、県
議

と
し
て
培
っ
た
抱
負
を
胸
に
、新

鮮
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
と
し
て

国
政
へ
挑
み
ま
す
。
掲
げ
る
旗

印
は
「
ふ
る
さ
と
か
ら
日
本
新

生
」。
お
か
だ
直
樹
の
信
念
で
す
。

■
お
か
だ
直
樹
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

昭
和
三
十
七
年
六
月
九
日
、

金
沢
生
ま
れ(

四
十
一
歳)

星
　
座：

ふ
た
ご
座

血
液
型：

Ａ
型

身
　
長：

百
八
十
八
セ
ン
チ

体
　
重：

八
十
五
キ
ロ

住
　
所：

金
沢
市
窪
五
丁
目
２
０
５
番
地

家
　
族：

妻
と
男
の
子
二
人

平
成
元
年

東
京
大
学
法
学
部
卒
業

同
年

地
元
新
聞
社
入
社

平
成
十
二
年

独
立
し
フ
リ
ー
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ス
ト
と
し
て
活
動

平
成
十
四
年

石
川
県
議
会
議
員

平
成
十
六
年

七
月
の
参
院
選
選
挙
に
自

民
党
公
認
で
出
馬
予
定

▽
顧
問
　
森
喜
朗
、
瓦
力
、
谷

本
正
憲
、
中
川
石
雄
、
吉
田
歳

嗣
▽
選
対
本
部
長
　
沓
掛
哲
男

▽
本
部
長
代
行
　
馳
浩
▽
本
部

幹
事
長
　
北
村
茂
男
▽
第
一
選

挙
区
本
部
長
　
馳
浩
▽
副
本
部

長
　
下
沢
佳
充
▽
第
二
選
挙
区

本
部
長
　
福
村
章
▽
副
本
部
長

向
出
勉
▽
第
三
選
挙
区
本
部
長

長
憲
二
▽
副
本
部
長
　
小
倉
宏

眷
▽
比
例
担
当
本
部
長
　
矢
田

富
郎
▽
副
本
部
長
　
和
田
内
幸

三
▽
岡
田
後
援
会
担
当
本
部
長

稲
村
建
男
▽
副
本
部
長
　
長
井

賢
誓
▽
事
務
局
長
　
上
田
幸
雄

▽
次
長
　
米
田
義
三
▽
総
務
担

当
部
長
　
八
十
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自民党石川県連では、平成16年度の党員を募集
しています。入党希望の方は所在地の市町村支部、
職域支部を通じてお申込みください。

☆党費（年間）一般党員　4,000円　　
家族党員　2,000円

党員募集について

『りぶる』を愛読してみませんか
公党で唯一の女性政党誌を購読してみませんか。

購読希望の方は自民党石川県連までお申込みください。
★発行月一回　年間購読料　3,600円
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ばく進中! 夢あり誇れる日本に世直し

世のため、人のため、石川のため、
そして日本のため。
～教育・安全・景気に全力～

直樹の「世直し」五か条

◆日本国憲法を直す!
戦後五十余年、日本人は憲法を指一本触れられない

「タブー」にして来た。前文も含めて問題箇所を根本的
に見直し、二十一世紀の日本国と日本人が力強く生きる
ための基本原理を確立しよう。

◆戦後教育を直す!
個に偏重して公を軽視した戦後教育が国を危うくして
いる。個と公、権利と義務の調和した教育で、家族を愛
し郷土を愛し国を愛する日本人を育てよう。基礎学力を
充実させ、体育徳育にも力を注ごう。

◆外交安保を直す!
イラク、北朝鮮などの難問に直面して、日本の外交安
保は大きな岐路に立っている。外務省の意識改革、ＯＤ
Ａ改革、そして米、中、北朝鮮戦略の確立が急務だ。国
民保護法制に加えて防衛基本法も制定し、国家国民の安
全は自ら守ろう。

◆官僚文化を直す!
中央集権の官僚文化が日本を過保護の肥満児にした。
権限、税制ともに地域に譲り、地方分権から一歩進んで
地域主権を確立すべし。都道府県連合で地域主導の道州
制を実現し、「北陸州」政府を樹立しよう。

◆デフレ不況を直す!
構造改革という手術は必要だが、日本経済という患者
が衰弱死しては元も子もない。構造改革でムダを省いた
ぶん、有効な景気対策でデフレ不況を克服しよう。起爆
剤として永久国債「日本再生ボンド」を提唱する。

●プラス一条
◆参議院を直す!
「参議院は盲腸だ。要らない」という声をどう聞くか。
将来の課題として、もっと議席を絞り込み、権限を高め、
「良識の府」を再生すべきではないか。都道府県知事にも
参議院の議席を与え、国政と自治の接点としてはどうか。 おかだ直樹　後援会事務所／〒921-0981 金沢市片町2-2-6 エクセルビル7階

TEL.076-223-3430 FAX.076-223-3530 ホームページ　http://www.okada-naoki.net

平成15年8月17日～23日　
石川友好の翼（ロシア視察）

平成16年2月6日　育友会授業（伏見台小学校6年生）

平成16年2月4日　
なおき会新年総会

平成15年6月1日　
みんなでドッジ＆ソフトバレー大会開催

平成15年9月26日　
自民党石川県連主催女性のつどい
（アートホール）

平成15年10月29日　
小池環境大臣を迎えて
女性の集い

平成15年8月30日　
荒ぶる男たちの集いバトルトーク
in金沢（金沢エクセルホテル東急）

平成15年5月29日　
北陸電力志賀原子力発電所2号機
建設現場視察

平成16年3月6日　
自由民主党第三選挙区
市町村支部・県議合同会議

平成15年8月30日　
安倍幹事長との対談


